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１．概要（Summary） 

本研究では、医療や介護の現場などの粘度調整に有

用な粘度計として、液体に増粘剤を付加した際に、液

体を撹拌しながら、時間変化する粘度をリアルタイム

で計測することが可能な MEMS せん断力センサを用

いたスティック型粘度計を提案する。本粘度計は、ス

ティック先端にせん断力センサが埋め込まれており、

スティックが液中で移動する際に液体がスティック

表面に及ぼすせん断力をもとに、液体の粘度を計測す

るものである。 

 

２．実験（Experimental） 

武田先端知クリーンルームの電子線描画装置を利

用して作製したフォトマスクを利用して、MEMS せ

ん断力センサを作製した。 

MEMS せん断力センサを先端部に埋め込んだステ

ィック型粘度計を液体中で動かし、液体の粘度を計測

した。リニアアクチュエータの可動部にスティック型

粘度計を固定し、水槽の底面から 20 mm の位置に

MEMS せん断力センサを配置した。水槽の大きさは、

長さ 200 mm、幅 70 mm、高さ 70 mm であり、粘度

を調整した液体試料は高さ 40 mm になるよう注い

だ。液体試料として、4 種類の濃度のグリセリン水溶

液を用いた。グリセリン水溶液の濃度と粘度の関係は

以下のとおりである。98 wt％グリセリン水溶液（粘

度：1.0 Pa·s）、95 wt％グリセリン水溶液（粘度：0.54 

Pa·s）、90 wt％グリセリン水溶液（粘度：0.23 Pa·s）、

80 wt％グリセリン水溶液（粘度：0.06 Pa·s）。また、

リニアアクチュエータの移動速度は、0.10 m/s、0.15 

m/s、0.20 m/s、0.25 m/s、0.30 m/s の 5 種類とした。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

計測の一例としてスティック型粘度計を先端部に

取りつけ、95 wt%グリセリン水溶液中を 0.1 m/s で移

動し、測定を行った。この際、水平移動中に MEMS

せん断力センサに加わるせん断応力の平均を計測値

とした。1.0 Pa·s と 0.54 Pa·s の粘度の液体では、調

整した粘度と合致する結果が得られた。一方で低粘度

液体での計測誤差が大きいのは液体の粘度調整の誤

差が要因であると考えられる。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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